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特殊詐欺にご注意 !

電話でお金、力‐ドの話はサギ|

特殊詐欺被害防止専用フリーダイヤル
「ちよつと確認電話」

0120-5081-878
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(薬物乱用はダメ。ゼッタイ。)
和歌山県警察では、令和 5年中に、覚醒剤、大麻などの連法薬物を使用するなどした

として 177人を検挙していますが、薬物を乱用する事案は途絶えません。

最初は好奇心で「一度だけ」というつもりであっても、一度薬物に手を出してしまえば、そ

の強烈な依存症によって、やめたいと思っても自分の意志では、抜け出せなくなります。

その中でも大麻は、「たばこより害が少ない。」「依存性がない。」

という間違ったイメージが広まり、若者による乱用が増えています。

身体や精神に深刻な悪影響がある上、強い依存性もあり、極めて

有害な薬物になるのです。

違法薬物は、使用回数が増えると幻聴や幻覚が現れて錯乱状態

に陥ったり、殺人や放火などの凶悪犯罪を起こしたりすることもあります。 ソ
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規 制 さ れ て い る 主 な 薬 物
●覚醒剤 (俗にシャブ、クスリ。S(エス)、 スピード.ヤーバ…などと呼ばれるもの)

編集発行

有田湯浅

警察署

TEL 64-0110

箕島駅前交番

作成者

九鬼 奨太

覚醒剤

主に自色の粉末や無色透明の結晶。無臭でやや苦みがあります。

●大麻 (俗にハッパ.クサ、野菫整どと呼血 _るもの)

乾燥大麻 (「マリファナ」、茶色または草色 )

大麻樹脂 (「ハシッシュ」、暗緑色の棒状又は板状など)

また、大麻の成分であるTHC(テ トラヒドロカンナビノール)

を抽出・濃縮した大麻ワックスや大麻リキッドと呼ばれる大麻加工品もあります。

6月眠 Q 町でウl

～ 和 歌 山 か ら不 法 潤 在 者 を な くそ う～
法務省の統計で、令和6年 1月 1日 現在、全国の不法残留者数は 79,113人 (前年比+8,622人)です。

不法滞在者は、その多くが不法就労を行い、各種犯罪などに深く関与し、犯罪に手を染めている者もいます。

警察は、関係機関と協力し、不法滞在者の摘発、不法滞在者を雇用する悪質事業主の取締りを強化しています。

●学校へ行かずに働いている留学生がいる

●オーバーステイの外国人の話を聞いた

など、少しでも不法就労・不法滞在しているのでは ?と思うことがあれば、どのような情報でも構いません。

和歌山県警察本部又は、最寄りの警察署、交番、駐在所におしらせください。

4月 中、箕島駅前交番管内では、自転車盗の発生はありませんでした。

しかしながら、駅などの駐輪場には、未だに鍵をかけていない自転車が散見されます。砕 鶴

○少しの間だから大文夫 〇鍵をかけなくても盗まれない

とは思わず、自転車の鍵かけを徹底し、自転車盗発生抑止に、ご協力お願いしま

炒 凩緻 諫 菫警 議 斃 魏 【轍 轟 轟 韓 套 棋 瀑

有田湯浅警察署では、防災無線により特殊詐欺事件の警戒広報等実施することがあります。ご協力お願いします !!


